クラスター分析課題

　ある野球リーグ上位打者の成績により、打者の分類と評価項目の分類をクラスター分析を用いて行う。データの大きさにばらつきがあるためユークリッド距離は適当でないと思われるので、標準化ユークリッド距離を用いて計算を行う。

打者の分類について

距離測定法：標準化ユークリッド距離　　クラスター構成法：最短距離法
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評価

田中、小川、青木、荻原、鈴木、高田などが１つのクラスターを構成している。また、田村と岩崎は非常に近く、山下はほとんど独立である。

距離測定法：標準化ユークリッド距離　　クラスター構成法：最長距離法

距離測定法：標準化ユークリッド距離　　クラスター構成法：群平均法

評価項目の分類について

距離測定法：相関係数　　クラスター構成法：最短距離法・最長距離法
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評価

対照的な二つのクラスター構成法で分類したが、結果はほとんど変わらず・・・・

